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取扱説明書



PCR-L(0.5-6K)

 

- 保　証 - 

この製品は、菊水電子工業株式会社の厳密な試験 ･検査を経て、その性能は規格を満足しているこ
とが確認され、お届けされております。 
弊社製品は、お買上げ日より1年間に発生した故障については、無償で修理いたします。 
但し、次の場合には有償で修理させていただきます。 

1.  取扱説明書に対して誤ったご使用およびご使用上の不注意による故障、損傷。 
2.  不適当な改造・調整・修理による故障および損傷。 
3.  天災・火災・その他外部要因による故障および損傷。 

なお、この保証は日本国内に限り有効です。 
This warranty is valid only in Japan.

取扱説明書について
ご使用の前に本書をよくお読みの上、正しくお使いください。お読みになったあとは、いつでも見られる
ように必ず保存してください。また製品を移動する際は、必ず本書を添付してください。
本書に乱丁、落丁などの不備がありましたら、お取り替えいたします。また、本書を紛失または汚損した
場合は、新しい取扱説明書を有償でご提供いたします。どちらの場合もお買い上げ元または当社営業所に
ご依頼ください。その際は、表紙に記載されている「Part No.」をお知らせください。
本書の内容に関しては万全を期して作成いたしましたが、万一不審な点や誤り、記載漏れなどありました
ら、当社営業所にご連絡ください。

輸出について
特定の役務または貨物の輸出は、外国為替法および外国貿易管理法の政令／省令で規制されており、当社
製品もこの規制が適用されます。
政令に非該当の場合でもその旨の書類を税関に提出する必要があり、該当の場合は経済産業省で輸出許可
を取得し、その許可書を税関に提出する必要があります。
当社製品を輸出する場合は、事前にお買い上げ元または当社営業所にご確認ください。

取扱説明書の一部または全部の転載、複写は著作権者の許諾が必要です。
製品の仕様ならびに取扱説明書の内容は予告なく変更することがあります。

©1995 − 2002年　菊水電子工業株式会社
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コンデンサ・インプット型整流負荷の場合
　コンデンサ・インプット型整流回路を入力に持つ電
子機器などの場合、出力電流としては、出力電圧の
ピーク付近で出力電流実効値の数倍のピーク電流が流
れます。

　この場合最大出力ピーク電流は最大定格電流（定格出力容量［ＶＡ］／１００［Ｖ］(100V
レンジ) または、定格出力容量［ＶＡ］／２００［Ｖ］(200Vレンジ) ）の４倍までとしてくだ
さい。
　この場合の出力電流の実効値は、前項の「線形負荷の場合」で負荷力率１として算出される
定格出力電流値までとしてください。
　上記の定格出力電流（ピークまたは実効値）を超えて使用すると、本機の保護機能が作動し
出力電圧波形が歪んだり出力がオフになったりすることがあります。保護機能の詳細について
は、「第９章　保護機能とその動作」を参照してください。
　なお、上記の最大ピーク電流を歪なく供給できる条件は、出力電圧(設定値)が一定の場合で
す。出力電圧設定値を急変(上昇)させた場合等は、電圧・電流波形に歪を生じる場合がありま
す。オプションを使用して電源ライン異常シミレーションやシーケンス動作を行っている場合
でも、出力電圧が変化する際には同様に歪を生じる可能性があります。出力電圧設定値が一定
でOUTPUTをONにした場合には、歪なく最大ピーク電流を供給することができます。

突入電流が流れる負荷の場合
　下記のような負荷の場合、負荷への電圧印加時、または電圧急変時に出力周波数の数サイク
ル～数十サイクルの間、突入電流（定常時の数倍～数十倍以上）が流れようとします。

・トランス、スライド・トランス（スライダック）負荷
　トランス、スライド・トランス負荷に電圧を印加した場合、電圧印加のタイミングまたは残
留磁気の状態により、数サイクルの間、最大で定常電流の数十～数百倍の突入電流が流れよ
うとします。

・モータ、ランプ負荷
　モータ、ランプ負荷に電圧を印加した場合、数十～数百サイクルの間、数倍～数十倍の突入
電流が流れようとします。

・コンデンサ・インプット型整流負荷
　コンデンサ・インプット型整流回路を入力に持つ電子機器では、突入電流に対する保護（制
限）回路を持っていない場合には、数サイクルの間、数十～数百倍の突入電流が流れようと
します。
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１１．１　仕様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

形　名 PCR500L PCR1000L PCR2000L PCR4000L PCR6000L
入力定格(AC実効値)
電圧 170～250Ｖ
相数、周波数
皮相電力 約1kVA 約2kVA 約4kVA 約8kVA 約12kVA
力率
電流(入力100Ｖ／200Ｖレンジ) 12A/6A以下 24A/12A以下 48A/24A以下 96A/48A以下 72A以下

出力定格ＡＣモード(AC実効値)
電圧
最大電流 (※4) 5A／2.5A 10A／5A 20A／10A 40A／20A 60A／30A
相数
電力容量 500VA 1kVA 2kVA 4kVA 6kVA
最大ピーク電流 (※5)
負荷力率
周波数

出力定格ＤＣモード
電圧
最大電流 (※4) 2.5A／1.25A 5A／2.5A 10A／5A 20A／10A 30A／15A
電力容量 250VA 500VA 1kVA 2kVA 3kVA

出力電圧安定度
入力電圧変動 定格範囲の変化に対し
出力電流変動 定格の0～100％の変化に対し
出力周波数変動 定格範囲の変化に対し
周囲温度変動 定格範囲の変化に対し

出力周波数安定度 すべての定格範囲の変化に対し
出力電圧波形歪率 (※10)
出力電圧応答速度 (※11)
効率 (※2)
指示計(蛍光表示管表示)
電圧計 (※12) 分解能 RMS 表示モード

(※14) PEAK, AVE 表示モード
確度 RMS, AVE 表示モード

PEAK 表示モード
電流計 (※12) 分解能 RMS 表示モード 0.01A 0.01A 0.01A 0.1A 0.1A

(※14) PEAK, AVE 表示モード 0.02A 0.02A 0.02A 0.2A 0.2A
確度 RMS, AVE 表示モード

PEAK

電力計 (※15) 分解能
確度

周波数計(※13) 分解能
絶縁抵抗 入力－筐体、出力－筐体、入力－出力間
耐電圧 入力－筐体、出力－筐体、入力－出力間
回路方式
使用周囲温度／湿度
外形寸法
重量 約25kg 約49kg 約69kg 約120kg 約160kg
入出力端子盤結線ビス
入力端子盤 Ｍ４ Ｍ６ Ｍ６ Ｍ６ Ｍ６
出力端子盤 Ｍ４ Ｍ６ Ｍ６ Ｍ６ Ｍ６

リニアアンプ方式
0～+50℃／10～90％RH(ただし、結露なきこと)

「11. 3　外形寸法図」参照

0.01Hz／0.1Hz
DC500V、10MΩ以上DC500V、30MΩ以上

AC1.5kV、1分間

　(定格最大電流の5％から定格最大ピーク電流、常温において)
0.1w／1w

±(1％ of r.d.g+3d)以内
　(定格電力容量の10％から定格電力容量、負荷力率1常温において)

±(2％ of r.d.g+2d)以内 (10～424V、常温において)

±(1％ of r.d.g+2d)以内
　(定格最大電流の5％から定格最大電流、常温において)

±(2％ of r.d.g+4d)以内

85～132Ｖ／170～250Ｖ(入力100Ｖ／200Ｖレンジ) (※1)
1φ, 47～63Hz

0.95（標準値）  (※2)

1～150Ｖ／2～300Ｖ(出力100Ｖ／200Ｖレンジ) (※3)

1φ

最大電流(実効値)の４倍
0～1(進相または遅相) (※4)
1～999.9Hz (※4, 6)

1.4～212V／2.8～424V （出力100V/200Vレンジ）(※3)

±0.1％以内
±0.1V／±0.2V以内(出力100V／200Vレンジ) (※7)

±0.3％以内 (※8)

50％以上

100ppm／℃（標準値） (※9)
±5×10-5以内、設定確度：±1×10-4以内

0.3％以下
30μS（標準値）

0.1Ｖ
0.2Ｖ(0～±212Ｖ)／0.3Ｖ(±212～±424Ｖ)

±(1％ of r.d.g+2d)以内 (10～424V、常温において)
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形　名 PCR500L PCR1000L PCR2000L PCR4000L PCR6000L
付属品
入力電源ケーブル(導体断面積／長さ) 形状

電線径 2mm2／3m 5.5mm2／3m 8mm2／3m 22mm2／3m 22mm2／3m
(3Pプラグ付)

ケーブルクランパ

M3 ４本 M3 １本 M3 ２本
M4 ２本 M4 ２本

取扱説明書
ＷＥＩＧＨＴシール

電磁適合性 以下の規格に適合
  IEC61326-1:1997-03 / A1:1998-05

　　Radiated Emissions Class A

　　Conducted Emissions Class A
    IEC61000-4-2:1995-01 / A1:1998-01

Electrostatic discharge
    IEC61000-4-3:1995-02

    IEC61000-4-4:1995-01
    IEC61000-4-5:1995-02 Surge
    IEC61000-4-6:1996-04 Conducted disturbances
    IEC61000-4-11:1994-06

安全性 以下の規格に適合 (*16)
   European Community Requirements (73/23/EEC)

Electrical Equipment for
Measurement, Control and
Laboratory Use - EMC
requirements

Radiated, radio-frequency,
electromagnetic field

Electrical fast transient/Burst

Voltage dips, short
interruptions and voltage
variations

１冊

3芯キャブタイヤケーブル
1本

単芯ケーブル　3本

１枚

M3 ４本
M4 ２本

１組
固定用付属ねじと同梱　１袋

(※1) 入力100V／200Vレンジは、スイッチにて選択可能。
(※2) 出力電圧100V／200V、出力電流定格値、負荷力率１、出力周波数40～999.9Hzの時。
(※3) 100V／200Vレンジは前面パネルのスイッチにて切り換え可能。分解能： 0.1V
(※4) 出力電圧1～100V／2～200V、負荷力率0.8～1の時。(ＡＣモード)

出力電圧100～150V／200～300V(ＡＣモード)及び100～212V／200～424V(ＤＣモード)時は出力電圧により出力電流を
低減。図１, 図２
負荷力率が0～0.8の時は負荷力率により出力電流を低減。(ＡＣモード)  図３
出力周波数が1～40Hzの時は出力周波数により出力電流を低減。(ＡＣモード)  図４

(※5) コンデンサインプット型整流負荷に対して。(ただし、定格出力電流の実効値により制限)
(※6) 分解能 ： 1) 0.01Hz(1.00～100.0Hz)、2) 0.1Hz(100.0～999.9Hz)
(※7) 出力電圧80～150V／160～300V、負荷力率１の時。出力端子盤における値。
(※8) 出力電圧80～150V／160～300V、負荷力率１の時。

200Hzを基準とした時の出力電圧変動。
(※9) 出力電圧100V／200V、出力電流０Aの時。
(※10) 出力電圧80～150V／160～300V、負荷力率１の時。
(※11) 出力電圧100V／200V、負荷力率１の時、出力電流０A←→定格値の変化に対して。
(※12) 真の実効値表示, クレストファクタ３以下の波形において
(※13) 出力周波数設定値(内部基準電圧の周波数)を表示
(※14) 出力周波数 40～999.9Hzにおいて
(※15) 出力周波数 45～65Hzにおいて
(※16) CEマーキングはヨーロッパ圏内で販売する製品のみに貼り付けられています。






































